
ICTリテラシーロードマップに基づく取組と
ICTリテラシー向上に係る教材・コンテンツについて

ICT活用のためのリテラシー向上に関する検討会
事務局

資料11－３



１．ICTリテラシーロードマップに基づく取組
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ICT活用のためのリテラシー向上に関するロードマップ概要

短期的に
取り組む
事項

中長期的に
取り組む
事項

継続的に取り組む事項

青少年層

保護者層

青少年のインターネット
利用環境の整備の推進

青少年のインターネット
利用環境の整備の推進

「青少年の安心・安全なインターネット利
用環境整備に関する新たな課題及び対
策」等を踏まえ、フィルタリング・ペアレンタ
ルコントール等の青少年のインターネット
上のサービス利用を前提とした環境整備
を引き続き推進

＜ロードマップ概要：令和５年6月策定＞

世代共通課題

●候補者の整理 ●教える人向けの教材のあり方

●共通課題の深掘り ●教材開発 ●届け方の整理（プラットフォーム事業者との連携方策など）

●ゴール像実現のために必要な能力や到達すべき習熟度レベルの整理 ●測定方法としてのリテラシー指標の作成

青少年層

●教材開発 ●届け方の整理

保護者層 高齢者層

リテラシーの全体像と指標の作成

対象層の特徴を踏まえた対策 対象層の特徴を踏まえた対策
●教材開発 ●届け方の整理 ●教材開発 ●届け方の整理

●関係者の取組のマッピング ●関係者の連携方策検討

AIの活用におけるリテラシーの整理
●AIの特徴及び課題の整理、重点的に取り組むべき能力の検討 ●AI向けの教材開発

対象層の特徴分析

教える人材の育成/関係者の取組の連携・協働推進

対象層の特徴を踏まえた対策

検討会における議論の全体枠組み（フレームワーク）
目指すべきゴール像

① デジタル社会で様々なリスクに対処して安全を確保しつつ、自身の目的に応じて、適切に情報やICTを理解・活用し、課題を発見・解決できること。
② デジタル社会の構成員として、他者への影響に配慮し、健全な情報空間確保のための責任ある行動を取ることができること。(情報の批判的受容、責

任ある情報発信、プライバシー・著作権への配慮等)
③ ICTやオンラインサービス、社会的規範の変化に的確に捉え、①②ができること。

 ロードマップの位置付け
検討会の議論を踏まえ、今後の取組の柱を整理した資料であり、短期的又は中長期的に取り組む事項の方向性を整理。

 R5年度においては、「リテラシーの全体像と指標の作成」、「世代共通課題」に対応した教材開発、「AIの活用におけるリテラ
シーの整理」を実施。R6年度以降においては、「各年齢層の特徴を踏まえた教材開発」等を実施。
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令和６年度の取組

短期的に
取り組む
事項

中長期的に
取り組む
事項

継続的に取り組む事項

青少年層

保護者層

青少年のインターネット
利用環境の整備の推進

青少年のインターネット
利用環境の整備の推進

「青少年の安心・安全なインターネット利
用環境整備に関する新たな課題及び対
策」等を踏まえ、フィルタリング・ペアレンタ
ルコントール等の青少年のインターネット
上のサービス利用を前提とした環境整備
を引き続き推進

＜ロードマップ概要：令和５年6月策定＞

世代共通課題

●候補者の整理 ●教える人向けの教材のあり方

●共通課題の深掘り ●教材開発 ●届け方の整理（プラットフォーム事業者との連携方策など）

●ゴール像実現のために必要な能力や到達すべき習熟度レベルの整理 ●測定方法としてのリテラシー指標の作成

青少年層

●教材開発 ●届け方の整理

保護者層 高齢者層

リテラシーの全体像と指標の作成

対象層の特徴を踏まえた対策 対象層の特徴を踏まえた対策
●教材開発 ●届け方の整理 ●教材開発 ●届け方の整理

●関係者の取組のマッピング ●関係者の連携方策検討

AIの活用におけるリテラシーの整理
●AIの特徴及び課題の整理、重点的に取り組むべき能力の検討 ●AI向けの教材開発

対象層の特徴分析

教える人材の育成/関係者の取組の連携・協働推進

対象層の特徴を踏まえた対策

検討会における議論の全体枠組み（フレームワーク）
目指すべきゴール像

① デジタル社会で様々なリスクに対処して安全を確保しつつ、自身の目的に応じて、適切に情報やICTを理解・活用し、課題を発見・解決できること。
② デジタル社会の構成員として、他者への影響に配慮し、健全な情報空間確保のための責任ある行動を取ることができること。(情報の批判的受容、責

任ある情報発信、プライバシー・著作権への配慮等)
③ ICTやオンラインサービス、社会的規範の変化に的確に捉え、①②ができること。
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世代別ICTリテラシー啓発教材
 対象：青少年、保護者、シニア層。デジタル社会において必要となるICTリテラシーについての教材。

 チェックテスト：ICTを自律的に使えるレベルに達しているか、実戦形式の確認問題。解説を通して理解促進。

 リテラシー全体像の解説書：５分野22領域のリテラシーの解説。教材作成や講座準備の前にも利用可能。
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5偽・誤情報に関する啓発教育教材等の開発
 令和３年度に、偽・誤情報に関する留意点や対策について記載した啓発教育教材として「インターネットとの向

き合い方～ニセ・誤情報に騙されないために～」とその講師用ガイドラインなどを開発、公表。

 令和６年度は、災害時に広まる偽・誤情報など最新事例や生成AIの影響、民主主義への影響等を踏まえて
改訂。

【対象者】 若年層～成年層の幅広い年齢層
【内容】  ①ニセ・誤情報の概要、具体例 ②ニセ・誤情報が拡散する背景 ③だまされないためのチェック項目
【所要時間】 60分程度の講義を想定。
【形式】 編集が容易なパワーポイントで、講師の裁量により事例を追加することも可能（オンライン実施可）。
【教材と共に】  〇講師用ガイドライン：各スライドの説明内容を詳細に記載。どなたでも講師が可能。
 〇講座実施の手引き：講師の準備項目、受講生用の事前テスト、事後の意識調査の様式も掲載。

概要
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○ 子育てや教育の現場での保護者や教職員の活用に資するため、インターネットに係るトラブル事例の予防
法等をまとめた「インターネットトラブル事例集」を、2009度より毎年作成・公表。

2023年版からは、わかりやすいマンガ形式で事例を紹介。
〇 本年４月14日に2025年版を公表。

総務省「上手にネットと付き合おう！安心・安全なインターネット利用ガイド」内「インターネットトラブル事例集」 https://www.soumu.go.jp/use_the_internet_wisely/trouble/

インターネットトラブル事例集の作成・公表

▲ 長時間利用（使いすぎ）

＜掲載トピック＞

• オンラインカジノ （新規追加）

• 生成AIの特徴、留意点
• ネットの特性と人の行動心理（フィル
ターバブル、エコーチェンバー）

• ペアレンタルコントロール、フィルタリ
ング

• オンラインゲームを楽しむときの注意
点

＜掲載事例＞

• コミュニケーショントラブル
• 闇バイト
• 自画撮り
• 個人情報
• 誹謗中傷
• ネットショッピング、定期購入
• サイバーセキュリティ
• 著作権、海賊版

・・・など

インターネットトラブル事例集の特徴

①わかりやすいマンガ形式

②こどもとネットに関する
最新のトピックの解説を掲載

③パソコン・スマホ・タブレットの
どれでも見やすいホームページ

④授業等でご活用いただくための
教職員用参考資料を提供

７

https://www.soumu.go.jp/use_the_internet_wisely/trouble/


２．ICTリテラシー向上に係る教材・コンテンツについて



ICTリテラシー向上に関する新プロジェクト（デジタル ポジティブ アクション）の概要

２．取組の方向性

〇 プラットフォーム事業者、通信事業者、IT関連企業、関連団体と、総務省が連携して推進。
 ICTリテラシー向上のための取組を継続的に実施し、社会的機運の醸成を図る。

１．プロジェクトの推進体制

総務省では、国民一人一人のリテラシー向上に向け、官民の幅広い関係者による取組を推進す
るため、令和７年１月より、官民連携プロジェクト「デジタル ポジティブ アクション」を始動。

<ロゴ・スローガン>

「DIGITAL POSITIVE ACTION」
のWebサイト   

  https://www.soumu.go.jp/dpa/

<参加企業・団体> ※参加する事業者・団体の順次拡大を目指す。

世代に応じた多様な普及啓発
〇 多様な関係者の取組を集約した
総合的なWEBサイトの開設

〇 多様な関係者によるセミナー開催と、
普及啓発教材の作成・活用

〇 幅広い広報活動

SNS・デジタルサービスにおける
サービス設計上の工夫

画面上での注意・警告等、事業者による
自主的なサービス設計上の工夫

信頼性の高い情報にかかる
表示上の工夫

信頼性の高い情報が偽・誤情報に埋もれな
いよう、事業者による自主的な表示上の

工夫
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ICTリテラシー教材のマッピング（「教材マップ」）について

目的
総務省、各企業・団体 作成の既存の教材を一覧化することで、

●利用者が、より適切に教材を選択できるようにする。
●既存の教材のカバー領域を可視化することで、企業や団体が、今後、効率的に
教材を作成できるようにする。

方法
 DPA参加企業・団体からICTリテラシー教材・コンテンツを集約
 マッピング座標軸：【年代】×【レベル】
 対象教材：ICTリテラシーに関する教材・講座関係のコンテンツを幅広く対象

 6月20日（金）
「DIGITAL POSITIVE ACTION」プロジェクトに関連する総合Webサイトにて公表

スケジュール

9



ICTリテラシー「教材マップ」 ～全体マップ～

・上級者向け教材が少
ない。

・成年層、シニア層の
教材が少ない。（成
年層は全世代向け教
材でカバー可能。）

８０教材

レ
ベ
ル

高

低
低 高年齢

教材ごとにドット。ドットは目的（分野）別に色分け。
（青：デジタル技術を活用する 黄：仕組みやリスクを学ぶ ピンク：安全に利用する
緑：SNS・スマホ機能を学ぶ 灰：自己能力を把握する）

ドットにマウスをかざすと、教材名（略称）・事業者名が表示される。
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さらにドットをクリックすると、該当の教材の詳細情報が表示される。
「詳細を見る」から教材の詳細ページへ遷移。

ICTリテラシー「教材マップ」 ～全体マップ～

ラベル
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ICTリテラシー「教材マップ」 ～分野～

• 全体マップに加えて、下記５つに分類。
• 各教材には、内容を踏まえて、ラベル付けして、利用者が内容を推測しやすく工夫。

①デジタル技
術を活用する

②仕組みや
リスクを学ぶ

③安全に利用
する

④SNS・スマホ
機能を学ぶ

⑤自己能力を
把握する

・日常生活で円滑にデジタル技術を活用する
意義などに関するもの。
・新たなデジタル技術に関するもの（生成AIなど）。

・仕組みや背景(商業的な観点も含む)に関するもの。
・違法・有害情報やニセ・誤情報等に対する
理解や対処法に関するもの。
・情報発信にかかるリスク、権利や対処法に関するもの。

・安全・安心に利用する機能などに関するもの。
・個人情報を守るための機能等に関するもの。
・心身の健康を保つ機能などに関するもの。

・事業者のサービス設計上の工夫に関するもの。
・事業者の情報表示に係る工夫に関するもの。

・自身のICTリテラシーレベル測定に関するもの。
・リテラシー維持・向上の必要性や意義に関するもの。
・リテラシー維持・向上を支援するためのもの。

検索スキルクラウドサービスの利活用デジタルプラットフォーム理解

生成AIメディアリテラシーデジタルシチズンシップ 賢く使う

ゲーム→オンラインゲーム

ペアコン フィルタリング プライバシー設定セキュリティ対策

健康上の影響 個人情報保護

サイバーセキュリティ

能力チェック リテラシー向上支援 クリティカルシンキング

情報選別能力

SNSの使い方 アプリ管理

位置情報設定

スマホの基本操作

スクリーンタイム

SNSの利用マナー

ファクトチェック

アルゴリズム

選挙と情報操作

なりすまし広告/詐欺広告

オンラインカジノ

著作権/肖像権

認知バイアス

ディープフェイク

オーバーシェアリング

エコーチェンバーフィルターバブル

デジタル足あと

情報の匿名性/保存性 ニセ・誤情報アテンションエコノミー 誹謗中傷

闇バイト

＜ラベル＞
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ICTリテラシー「教材マップ」 ～分野～

①デジタル技術を活用する ②仕組みやリスクを学ぶ

③安全に利用する ④SNS・スマホ機能を学ぶ ⑤自己能力を把握する

目的（分野）別のマップを掲出。
枠内をクリックすると、P11同様
に該当の教材の詳細情報が表
示される。

13



ICTリテラシー「教材マップ」 ～分野～

・教材数が多い。
・初～中級者向け教材が多く、上級者向け教材が少ない。

・個別トピックに特化した教材が多い。
・中級者向け教材が多く、
初心者・上級者向け教材が少ない。
・シニア向け教材がない。

①デジタル技術を活用する ②仕組みやリスクを学ぶ

２４教材 １９教材
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ICTリテラシー「教材マップ」 ～分野～

③安全に利用する ④SNS・スマホ機能を学ぶ

９教材２４教材

・コース別の教材が多く、上級者向け教材も多い。
・シニア向け教材がない。

・SNSをよく使う年代層を対象とした教材が多い。
・小学生向け、シニア向け教材が少ない。
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ICTリテラシー「教材マップ」 ～分野～

⑤自己能力を把握する

４教材

・レベル別の教材がない。

・全世代向け教材のみ。
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ICTリテラシー「教材マップ」の概観

取扱内容・
教材の分野

教材の形式

目的
DPA参加企業・団体のリテラシー教材を一覧化することにより、

①利用者が、より適切に教材選択をすることが可能になる。
②既存教材の領域が可視化され、企業・団体が効率的に教材作成ができるようになる。

事業者、関係団体、省庁など多様な主体がそれぞれの目的で作成。
各社のサービスの性質上、生じやすい課題に特化した内容であり、各社ごとに多種多様。

‐ 偽・誤情報、選挙、闇バイト、自画撮り被害など、新たな課題を扱う教材もある。
‐ 教材の更新時期については、必ずしも明らかではない（最新の状態かどうか不明瞭）。

Web形式・PDFなど、自力で読む形式のものが多い。
（利用者が能動的に参加できる形式は、なかなか見受けられない。）

‐ よく使用するデバイス（スマートフォン・PC）で閲覧しやすい教材であることが望ましい。
‐ 学習が手間にならず、ユーザーの自発的な学習のハードルにならないものであることが望ましい。

対象層

全世代向けの教材が多い傾向。
シニア層の教材が少ない傾向。

‐ 多種多様な教材を、どの世代も、どのレベルの者も、学ぶことができる状態であることが望ましい。
‐ リテラシーを「学ぶ、勉強する」という意識ではなく、日常的に、能力向上・維持できるような教材であ

ることが望ましい。

ICTリテラシー「教材マップ」の概観
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ご議論いただきたいポイント

１． ICTリテラシー教材の対象年齢層、分野、レベル感について
 対象年齢層：不足している年齢層はあるか。
 分野：さらに充実させる分野はあるか。最新トピックはカバーできているか。
 レベル感：過不足はないか。

２． より適切に利用者に届けるための工夫について
 教材の周知手段やアクセス方法について、どのような工夫ができるか。

３． 利用者の理解を深め、行動変容につなげる工夫について
 没入感、追体験ができるなど、形式にどのような工夫ができるか。
 例えば、理解度を把握するチェックテストのようなものを活用するのはどうか。

４． 最新課題、利用者ニーズ、新規性を踏まえた教材を提供する工夫について
 教材の構想段階や作成過程で、何らか工夫できることはあるか。
 利用者のコメントを教材改善につなげるような仕組みは可能か。
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